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中村裕世氏が令和７年度

空知総合振興局長表彰を受賞

　社会福祉事業の推進にご活躍され、その功労が特に

顕著な方に対し表彰を行う、令和７年度空知総合振興

局長表彰を中村裕世氏が受賞されました。

　７月２４日に月形町多目的研修センターで表彰状が

授与され、同日に鷲尾空知総合振興局長と共に来庁さ

れ、佐々木町長に受賞の報告を行いました。

　今回の受賞は、現職の民生委員として活躍し、その

永年にわたる社会福祉事業への功績によるものです。

　黒千石事業協同組合（高田幸男理事長）が、令和７年度北海道産業貢献賞（商工鉱業功労者表彰）を受賞さ

れ、８月６日、札幌ガーデンパレスにて水口伸生北海道経済部長より表彰状の伝達が行われました。

　黒千石事業協同組合は平成１８年の設立以来、「札幌オータムフェスト」をはじめとした道内各地のイベン

トに積極的に参加し、「黒千石大豆」の普及・販売に努められました。また、黒千石大豆を使用した加工品の

商品開発も積極的に行い、「黒千石茶」、「黒千石大豆のひまわり油ドレッシング」、「黒千石大豆ミート」など

の販売を行い、栄養価の高い黒千石大豆の需要拡大に努められた功績が認められ、今回の受賞となりました。

黒千石事業協同組合が北海道産業貢献賞を受賞

前田博之氏が

旭日単光章を受章

　元北竜町議会議員として、地方自治に尽力された前

田博之氏（８８歳）が、このほど高齢者叙勲の旭日単光

章を受章され、７月１６日に役場にて佐々木町長から

叙勲の伝達が行われました。

　前田氏は昭和６２年３月から北竜町議会議員として

３期１２年にわたり地方自治の振興に多大に貢献され、

その間、平成３年６月から議会運営委員長を３年９ヶ

月、平成７年４月から総務民教常任委員長を４年間歴

任し、産業、建設の振興や福祉の向上、議会の円滑な

運営に尽力されました。
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酪農学園大学と

包括連携協定を締結

　８月６日、北竜町と酪農学園大学による包括協定書

の締結式がすこやかセンターで行われました。

　酪農学園大学とは平成２８年よりひまわり油の高品

質化への取組を通して、地域産業の活性化に資する活

動にご助力をいただいておりました。今後は包括協定

に基づき、さらなる地域活性化や課題解決に向けた取

り組みが進められます。

北海道科学大学と

包括連携協定を締結

　８月８日、北竜町と北海道科学大学による包括協定

書の締結式がすこやかセンターで行われました。

　今後は包括協定に基づき、北海道科学大学生の実習

を通じた関係人口の創出と、北竜町の空き家対策や高

齢者支援のあり方など様々な地域課題への取り組みが

進められます。

栗山町との介護人材確保に関する包括連携協定を締結

　８月６日、北竜町と栗山町による、介護分野におけ

る人材の育成・確保及び定着等を目的とした「介護人

材確保に関する包括連携協定」の調印式がすこやかセ

ンターで行われました。

　本協定の締結により、今後、栗山町立北海道介護福

祉学校に入学し、卒業後に北竜町内の介護福祉施設等

に勤務する意思のある方は、北竜町から自治体推薦を

受け入学することで、特別な学費の減免や北竜町独自

の奨学金制度を受けることもできます。詳しい制度に

ついては「北竜町役場 こども・くらし応援課」まで

お問い合わせください。

吉田政雄さんから

図書の寄贈

　７月１４日、永楽園在住の吉田政雄さんが「歴史資

料として役立てて頂きたい」との思いから「愛郷の百

年」などの図書を町に寄贈されました。

　永楽園を訪れた佐々木町長が本を受け取り、「大切

に活用させていただきます」とお礼を述べられました。
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北中３年生を対象に

赤ちゃんふれあい教室を開催

　７月１４日、　町内の赤ちゃんとそのお母さんにご

協力をいただいて、北竜中学校３年生を対象に「赤ち

ゃんふれあい教室」が開催されました。

　生徒達は赤ちゃんとふれあうひと時を過ごしながら、

妊婦体験セットを身に付け妊娠時の日常動作の大変さ

を疑似体験したり、お母さんから子育ての楽しさや大

変さについて話を聞かせてもらい、命の尊さを学んで

いました。

北育ち元気村花き生産組合

北竜支部から生け花の寄贈

　７月１４日、北育ち元気村花き生産組合の松本北竜

支部長が来庁され、同組合北竜支部から町に生け花が

寄贈されました。

　「美しい花で町民の気持ちを応援したい」、「花の魅

力をより多くの方々に知ってもらいたい」との思いか

ら毎年寄贈していただいているもので、本年もひまわ

りやホワイトレースフラワー、ブルースターなど色鮮

やかな花々を用いた生け花が役場正面ロビーに飾られ

ました。

　６月２５日、金比羅公園において、指導林家の竹林均さんと柴崎和男さん、ボランティアで参加した加藤宰

さんによる、真竜小学校の３年生児童を対象とした「さくらを育てる体験学習」が実施されました。

　この事業は空知の指導林家の方々が子ども達に木や緑の大切さを知ってもらうことを目的に実施されている

もので、当日は、竹林さんや柴崎さん、加藤さんに教わりながら、児童らが公園の桜の果実を採取。水に浸し

ながら種を取り出したのち、乾燥させてから公園内に播種しました。

　翌年には芽吹き、６年生時に卒業記念として植樹する予定となっています。

真竜小学校 さくらを育てる体験学習
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・救急隊員が傷病者の正確な情報を把握することができます。

・体調が優れず救急隊員に情報を伝えることが難しい傷病者にとって、説明する負担が軽減できます。

・正確な情報により円滑な搬送先病院の選定や適切な応急処置が実施できます。

・搬送先病院で治療の事前準備ができます。

・マイナンバーカードを所有し、かつ、健康保険証の利用登録が完了している必要があります。

・マイナンバーカードを救急隊へ渡す。

・救急隊が医療情報を閲覧することについて口頭にて同意していただく。

　マイナ救急では、救急隊員がご本人のマイナ保険証を活用し、傷病者の方が過去に受診した病院や

処方されたお薬などの医療情報を閲覧します。ご本人や付き添われるご家族の負担を軽くするととも

に、適切な医療情報を搬送先病院へ伝えるために活用します。

　マイナ救急は総務省消防庁が主管して行っており、令和７年１０月１日から全国すべての消防本部

で実施されます。

　外出の際にも、マイナ保険証を携行するとともに、万が一、救急要請し救急隊から提示を求められ

た際にはご協力をお願いします。

■ マイナ救急とは

■ 期待される効果

■ 医療情報を活用するために必要な準備　

■ 救急現場でご協力いただきたいこと

【問い合わせ先】

　深川地区消防組合北竜支署

　℡：３４‐２２００

『『 令 和 7 年 1 0 月 1 日令 和 7 年 1 0 月 1 日 』』 からから
深 川 地 区 消 防 組 合 で深 川 地 区 消 防 組 合 で

『『 マ イ ナ 救 急マ イ ナ 救 急 』 を 実 施 し ま す』 を 実 施 し ま す

北竜消防北竜消防
からから

お知らせお知らせ

右記ＱＲコードより

事業に関する情報を

ご覧いただけます。
（総務省消防庁）

■マイナ救急の流れ
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４１１

 

北
海
道
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

　

７
月
８
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
令
和
７
年
度

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
講
師
は
西

南
学
院
大
学
法
学
部
教
授 

勢せ
い
い
ち一

智
子
氏 

「
地
方
議
会
に
お
け
る
議

員
の
多
彩
化
に
向
け
て
～
地
方
社

会
の
「
鏡
」
と
し
て
の
議
会
を
考

え
る
～
」
と
題
し
て
、
女
性
を
は

じ
め
若
年
世
代
・
将
来
世
代
を
含

む
多
様
な
主
体
参
画
の
議
論
が
議

会
で
必
須
の
時
代
で
あ
る
こ
と
。

　

後
半
は
、
人
口
戦
略
会
議
副
議

長 

増
田
寛
也
氏 

「
人
口
減
少
社

会
を
生
き
抜
く
た
め
に
」
と
題
し

て
、
地
方
創
生
２
・
０
基
本
構
想

の
概
要
と
好
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

現
在
北
竜
町
が
取
り
組
ん
で
深
く

か
か
わ
る
内
容
だ
け
に
、
聴
く
に

入
り
や
す
く
さ
ら
に
焦
点
が
絞
ら

れ
た
。

　

翌
日
は
、
恵
庭
市
農
畜
産
物
直

売
所
「
か
の
な
」
か
ら
広
が
っ

　

７
月
16
日
、
妹
背
牛
町
総
合
体

育
館
に
て
株
式
会
社
ダ
イ
ゼ
ン
代

表
取
締
役
社
長 

柴
田 

貢
氏
を
ご

講
師
に
迎
え
「
Ｄ
Ｚ
マ
ー
ト
」
地

方
部
出
店
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｄ
Ｚ
マ
ー
ト
の
企
業
理
念
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
現
在

道
内
で
31
店
舗
を
出
店
し
年
商

１
０
７
億
円
に
な
る
ま
で
の
経
緯

等
を
拝
聴
し
た
。
店
舗
２
人
体
制

で
成
立
さ
せ
る
日
本
一
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ス
ト
の
低
い
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
目
指
す
事
を
目
標

と
し
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

縷
々
ご
講
演
を
頂
い
た
。

　

と
り
わ
け
企
業
努
力
の
重
要
課

題
と
し
て
「
徹
底
し
た
店
舗
作
業

改
善
」
の
取
り
組
み
と
「
従
業
員

の
満
足
度
の
更
な
る
向
上
」
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
「
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
５ 

ネ
ク
ス
ト
ブ
ラ
イ
ト

１
０
０
０
」
の
中
小
規
模
法
人
部

門
に
選
ば
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。  

（
寺
垣 

信
晃
）

た
「
花
ロ
ー
ド
え
に
わ
」
の
各
施

設
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
江
別
河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪
問
し

た
。
か
つ
て
は
舟
運
で
賑
わ
い
鉄

道
に
交
わ
る
地
点
で
あ
る
。
し
か

し
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
に
数
多
く

の
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
歴
史
と
、
現
在
の
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
対
策
に
つ
い

て
施
設
の
案
内
と
説
明
を
頂
い
た
。

屋
上
か
ら
石
狩
川
、
夕
張
川
、
千

歳
川
の
流
れ
と
合
流
地
点
を
眺
め
、

大
雨
に
お
い
て
の
洪
水
を
免
れ
ら

れ
な
い
自
然
環
境
を
想
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
尾
﨑 

圭
子
）

 

空
知
町
村
議
会
議
員

 

研
修
会

　

７
月
25
日
、
北
空
知
議
会
議
長

連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会
が
北
竜

町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
公
益
財

団
法
人
は
ま
な
す
財
団 

谷
一
之

氏
が
「
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
、

議
会
が
果
た
す
役
割
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
た
。

　

地
域
社
会
は「
政
治
、行
政
」「
産

業
、経
済
」「
医
療
、福
祉
」「
教
育
、

文
化
」
が
相
互
に
連
携
し
循
環
す

る
こ
と
で
成
り
立
ち
、
自
然
、
生

産
、
文
化
資
材
を
人
、
モ
ノ
、
資

金
、
情
報
等
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

 

北
空
知
議
会
議
長

 

連
絡
協
議
会
研
修
会



77 令和７年９月号令和７年９月号

■
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

  

第
３
回
定
例
会

 (

会
期
９
月
10
日
～
12
日)

講
話
頂
い
た
。

　

議
会
が
果
た
す
こ
と
と
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
傾
聴
す
る
、

住
民
、
行
政
、
議
会
が
地
域
課
題

を
共
有
す
る
等
、
９
つ
の
大
切
な

役
割
を
再
認
識
し
、
今
後
の
議
会

活
動
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
木
村 
和
雄
）

　

７
月
30
日
（
水
）
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島
付
近
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
８
、
深

さ
35
㎞
と
推
定
さ
れ
る
地
震
が

発
生
し
、
北
海
道
か
ら
関
東
広

範
囲
に
津
波
警
報
が
出
て
、
多

く
の
人
が
暑
い
中
避
難
し
ま
し

た
。
避
難
途
中
、
熱
中
症
で
病

院
へ
搬
送
さ
れ
た
方
が
何
人
も

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
小
さ
な
子
供
を

連
れ
た
母
親
が
避
難
所
へ
行
っ

た
時
に
「
誰
も
来
て
い
な
い
の

に
」
と
職
員
の
方
に
笑
わ
れ
た

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
い
る
人
も

い
た
そ
う
で
す
。
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
に
避
難
指
示
が
出

て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
事
が
あ

る
の
か
と
び
っ
く
り
で
す
し
、

避
難
指
示
遅
れ
も
数
カ
所
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

北
竜
町
に
津
波
は
来
ま
せ
ん

が
、
こ
う
い
う
事
を
目
に
す

る
と
避
難
対
策
も
色
々
と
考
え

な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。
皆

様
も
避
難
グ
ッ
ズ
で
防
寒
対
策

（
カ
イ
ロ
と
か
）
さ
れ
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
猛
暑
対
策

（
袋
開
け
る
と
マ
イ
ナ
ス
４
℃

に
冷
え
る
タ
オ
ル
等
）
も
必
要

で
す
ね
。
使
う
日
が
無
い
事
を

祈
っ
て
。        

（
林 

佳
子
）

【
９
月
】

３
日
…
議
会
運
営
委
員
会

８
日
…
北
竜
町
敬
老
会

10
～
12
日
…
第
３
回
北
竜
町
議
会

定
例
会

未
定
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

例
月
出
納
検
査

【
８
月
】

４
～
６
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
中
央
要
望

６
～
８
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
中
央
要
望

10
日
…
Ｔ
Ｈ
Ｅ
太
鼓
ま
つ
り
in
北

竜
２
０
２
５
、
三
谷
金
毘
羅
宮
例

大
祭

17
日
…
第
61
回
北
商
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会

18
日
…
北
竜
盆
踊
り
大
会

18
～
20
日
…
決
算
審
査
（
監
査
委

員
）

19
日
…
議
会
広
報
研
修
会

20
日
…
令
和
７
年
度
北
竜
町
戦
没

者
追
悼
式

21
日
…
全
員
協
議
会
、
町
内
団
体

長
会
議

25
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

27
日
…
農
業
振
興
協
議
会

28
日
…
興
部
町
議
会
視
察
受
入
、

総
務
産
業
常
任
委
員
会

お気軽に町長室にお立ち寄りください。

公務や事務打ち合わせなどの予定が入る場合もありますので、

事前に電話をいただければ幸いです。

■役場総務課　℡：３４‐７０２８

 その その 声声をまちづくりにをまちづくりに 活活かします！かします！皆様へ！ お話がしたいです
皆様へ！ お話がしたいです
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今
月
の
行
政
相
談

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
か
ら
深
川
警
察
署
沼
田
警
察

庁
舎
ま
で
無
料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
９
・
10
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
９
月
19
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
９
月
16
日（
火
）

■
10
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
10
月
15
日（
水
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

９
月
16
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印

鑑
登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　
９
月
16
日
（
火
）
～

　
　
　
　

９
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

9/7
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 たかはし内科消化器内科
 院長 高橋公平）

℡ 22-1101

よりもと歯科医院
℡ 0124-22-4618

9/14
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

9/15
 （月）

北海道中央病院
℡ 23-3737

9/21
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 町立沼田厚生クリニック
 院長 鳥本勝司）

℡ 22-1101

なかむらファミリー歯科
℡ 0125-26-2282

9/23
 （火）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

9/28
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

休 日 当 番 医

北竜町地域子育て支援センター
℡：３４‐８８０２

ちびっこひろば
○日時　９月４日(木）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　保育園自由開放

ピカピカキッズ
○日時　９月23日(火）10:00～11:30

　場所　改善センター２階 剣道室

　内容　お父さん応援講座

　　　　「親子のふれあい遊び」

○日時　９月10日(水）10:00～11:30

　場所　北竜温泉

　内容　お散歩「北竜温泉」散策

■夜間急病テレホンセンター ℡：22‐4100
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プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
）

ボ
ン
ベ
の
廃
棄
方
法
に
つ
い
て

　

ご
家
庭
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
給
湯

器
に
使
わ
れ
て
い
る
、
灰
色
や
緑

色
の
大
き
な
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
）
ボ
ン
ベ
は
、
ご
み
収
集

や
直
接
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

持
参
し
て
も
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
ガ
ス
会
社

（
販
売
店)

の
所
有
物
で
あ
り
、
法

律
で
処
理
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
処
分
の
際
は
ボ
ン
ベ
に
記

載
の
ガ
ス
会
社
に
引
き
取
り
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
不
明

や
、
ガ
ス
会
社
が
廃
業
の
場
合
は
、

(

一
社)

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
℡

０
３
‐
３
５
９
３
‐
３
５
０
０
）
や
、

(

一
社)

北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会（
℡

０
１
１
‐
８
１
２
‐
６
４
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

誤
っ
て
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て

し
ま
う
と
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
ご
み
と
し
て

だ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

北
空
知
信
金
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

稼
働
時
間
変
更
に
つ
い
て

　

北
空
知
信
用
金
庫 

北
竜
支
店

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
10
月
１
日

（
水
）
よ
り
、
稼
働
時
間
が
左
記

の
通
り
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
点
、
他
支
店
の
業
務
変

更
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
空
知

信
用
金
庫
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
変
更
前
】
平
日
９
時
～
18
時

【
変
更
後
】
平
日
９
時
～
17
時
30
分

➡

　

深
川
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
・

土
地
・
建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の

も
め
ご
と
や
、
夫
婦
・
親
子
・
扶

養
・
養
育
費
・
相
続
な
ど
の
家
庭

内
や
親
族
間
の
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
に
、
調
停
制
度
の
内
容
や

手
続
き
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
裁
判
所
の
調
停
委

員
が
、
相
談
内
容
の
秘
密
を
厳
守

し
親
切
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
ご
希
望
の

方
は
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　

【
日
時
】　

10
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

　

深
川
市
中
央
公
民
館

　

（
深
川
市
５
条
７
番
23
号
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

深
川
調
停
協
会
（
庶
務 

青
木
）

　

℡
２
２
‐
３
８
２
０

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

令
和
７
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
通
年

【
試
験
期
日
】

　

10
月
19
日
（
日
）・
20
日
（
月
）

　

の
ど
ち
ら
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃

台
風
へ
の
備
え
に
つ
い
て

　

統
計
に
よ
る
と
台
風
は
年
間
で

約
25
個
発
生
し
、
8
月
か
ら
９
月

に
最
も
多
く
発
生
し
ま
す
。
北
海

道
へ
の
接
近
数
は
約
２
個
と
少
な

い
で
す
が
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た

ま
ま
接
近
、
上
陸
す
る
こ
と
も
あ

り
、
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て
も
、

さ
ら
に
発
達
し
大
雨
や
暴
風
、
高

波
な
ど
の
激
し
い
現
象
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は「
台
風
経
路
図（
実

況
と
５
日
先
ま
で
の
予
報
）」
を

は
じ
め
と
し
た
各
種「
台
風
情
報
」

と
と
も
に
、
警
報
級
の
現
象
が
5

日
先
ま
で
に
予
想
さ
れ
る
と
き
に

発
表
す
る
「
早
期
注
意
情
報
（
警

報
級
の
可
能
性
）」
な
ど
、
様
々

な
防
災
気
象
情
報
を
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

台
風
へ
の
備
え
と
し
て
、
台
風

が
近
づ
く
予
報
の
時
に
は
、
家
の

外
に
置
い
て
い
る
飛
ば
さ
れ
そ
う

な
物
の
固
定
や
家
の
中
へ
の
収
納
、

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
場
所
の

確
認
を
す
る
な
ど
、
事
前
に
準
備

を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、

周
囲
の
人
に
も
声
を
か
け
、
躊
躇

せ
ず
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
防
災
・
管
財
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

「台風情報」「早期注意情報」
（警報級の可能性）
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■
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

西　

川　

 

善
岡 

龍
哉   

さ
ん

 

留
萌
市　

 

歳
桃 

彩
花   

さ
ん

 

岩　

村　

 

竹
林 

博
文   

さ
ん

 

岩　

村　

 

橋
本 

と
も
み 

さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

碧　

水  

澤
口 

ヨ
リ
子 

氏 

86
歳

            　

（
７
月
11
日
死
去
）

 

三　

谷　

續
木 

幸
子   

氏 

88
歳

              

（
７
月
15
日
死
去
）

 

和
東
町　

深
津 

勝
義   

氏 

61
歳

              

（
７
月
22
日
死
去
）

 

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

 　

  

札
幌
市  

澤
口  

誠　

様

 　

  

三　

谷  

續
木 

義
英 

様

 　

  

和
東
町　

深
津 

和
子 

様

よ
う
こ
そ
北
竜
へ

　

８
月
か
ら
北
竜
町
で
働
く
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

北竜町役場 出納室

山
やまもと

本 郁
い く え

恵　　　

夕
暮
れ
に 

歩
行
者
を

照
ら
す 

照
シ
ョ
ウ

ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

■
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【
期
間
】

９
月
21
日（
日
）～
９
月
30
日（
火
）

【
重
点
】

①
子
供
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
及
び
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

③
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

④
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用

■
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
、

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

・
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

・
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し

ょ
う
。

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
熊
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
熊
鈴
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

会計年度
任用職員

まちの動き
８月１日現在（前月比）

世帯数　７７８世帯(－１)
 人口 １, ５７３人(±０)
　男　　　７４９人(±０)
　女　　　８２４人(±０)

(外国人含)

三
伏
や
熱
中
症
の
講
習
会 

　
　
　    

　
　
　
山
本
玲
子

ひ
ま
わ
り
の
迷
路
は
じ
け
る
児
の
笑
顔 

　
　
　
山
岸
正
俊

故
郷
や
湧
き
水
今
も
生
家
跡 

　
　
　  

　
　
　
阿
部
れ
い
子

稲
作
の
農
夫
気
質
や
稲
の
花 

　
　
　
　 

　
　 

山
下
好
晴

濃
紫
陽
花
こ
の
地
に
嫁
ぎ
五
十
年 

　    

　
　
佐
藤
美
智
子

特
養
の
小
庭
の
案
山
子
フ
レ
ン
ド
リ
ー   

　
　
吉
尾
広
子

■
役
場
職
員

　
　
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

〔( )

内
は
異
動
前
の
職
名
で
す
〕

７
月
28
日
付
け
人
事
異
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
総
務
係

          

（
出
納
室
出
納
係
）

　
　
　

    

田
　
畑
　
晶
　
子
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北竜町の事件・事故の発生状況（7月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2025年 ０ １ ０ ２ １ ４

2024年 ０ ０ ０ １ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2025年 ０ 2025年 17

2024年 ２ 2024年 41

　７月２３日水曜日、北竜中学校の３年生がみのりっち、保育園、役場、消防、

永楽園にて職業体験を行いました。私は役場で、広報のための取材、役場

の内部の見学、広報の原稿作成を体験しました。

　取材体験では、カメラの画角や背景の構図を考えるのが難しかったですが、

良い写真が撮れた時には喜びを感じました。今回の職業体験で私は、いろ

いろな仕事の裏にあるたくさんの苦労を知ることができました。この体験

で知ったことをこれからの人生で生かしていこうと思いました。垣野 快凛垣野 快凛

　地域の産業を深く理解し、将来にむけて望ましい勤労感を養うことを目

的に、町内５箇所の事業所にて北竜中学校３年生の職業体験が行われました。

　今回は、役場を体験先に選んだ垣野快凛さんが広報の仕事を体験し、同

級生の体験先の消防署、保育園、みのりっち、永楽園を取材しましたので、

その様子と原稿を掲載します。

【訪問学習】【訪問学習】北竜中学生が職業体験北竜中学生が職業体験
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■検 定 日 ： 令和７年１１月７日（金）

■時　　間 ： １６時００分（予定）

　　　　　    ※時間は級によって違うため、取りまとめ後にお知らせします。

■会　　場 ： 北竜町公民館

■申込期限 ： ９月２６日（金）まで　※期限厳守

■検 定 料 級 レベル 検定料
２級 高校卒業・大学・一般程度 ３，５００円

準２級 高校在学程度 ２，５００円
３級 中学校卒業程度 ２，５００円
４級 中学校在学程度 ２，５００円
５級 小学校６年生修了程度 ２，０００円
６級 小学校５年生修了程度 ２，０００円
７級 小学校４年生修了程度 ２，０００円
８級 小学校３年生修了程度 １，５００円
９級 小学校２年生修了程度 １，５００円

１０級 小学校１年生修了程度 １，５００円

※小・中学生は「北竜町児童生徒各種検定料助成事業」により自己負担５００円で受検できます。

■そ の 他 ： 申込方法等につきましては教育委員会 教育課学務係（℡：３４‐２５５３）まで

　　　　　　お問い合わせください。

漢字検定は、「漢字」の読み書きの力だけではなく、文章の中で適切に漢字を活用する能力を

測る検定です。また、大学入試や就職においても漢字能力や語彙力をアピールすることがで

きます。町民の方は誰でも受けることができますので、ぜひチャレンジしてしてみませんか。

漢字検定に
チャレンジしてみませんか

　みんなの広場「おむすび」では９月２０日（土）に講師

に瀬戸氏をお招きし「石猫アート」教室を開催します。ア

クリル絵の具を使い、楽しく石に絵を書いてみましょう‼
　第１部は１０時～１１時３０分、第２部は１３時～１４

時３０分、同じ内容で２回行います。都合の良い時間でご

参加下さい（汚れても良い服装でご参加下さい）。

【持ち物】ペットボトル、汚れても良いタオル

【問い合わせ先】
　北竜町社会福祉協議会　担当：村井 恵（コミュニティソーシャルワーカー）
　℡：３４‐２４３５ ／ 携帯電話：０９０‐２８１８‐２４３５（直通）
　※相談支援業務も行っています。お気軽にご相談ください。

■開 放 日：９月１日、８日、２２日、２９日（毎週月曜日／祝日は休み）
■利用時間：１３時～１７時まで（利用時間内の出入り自由）

９月９月２２０日に「石猫アート」教室を開催します！０日に「石猫アート」教室を開催します！
～～ 北竜町社会福祉協議会からのお知ら北竜町社会福祉協議会からのお知らせせ ～～
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インストラクター指導による軽運動とストレッチで身体を動かし、運動不足解消と健康な体作りを

しましょう。初めての方も安心して参加いただけますので多数の方の参加をお待ちしております。

※内容等都合により変更することがございます。

９月１７日(水)より『健康ナビ』がはじまります！９月１７日(水)より『健康ナビ』がはじまります！

回 日時 教室の内容　

１ 9月 17日（水） 
9：30～ 11：30

本年度の予定など
ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

２ 9月 24日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

３ 10月 1日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

４ 10月 8日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

５ 10月 15日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

６ 10月 22日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

７ 10月 29日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

８ 11月 5日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

９ 11月 12日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

10 11月 19日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

11 11月 26日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

12 12月 3日（水）
9：30～ 11：30

測定：血圧・身長・体重・握力・長座外
インストラクターの指導による運動及びストレッチング

13 12月 10日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

14 12月 17日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

15 12月 24日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

16 1月 14日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

17 1月 21日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

18 1月 28日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング

19 2月 4日（水）
9：30～ 11：30 ウォーキング（ノルディックウォーキング）や体操、卓球等の球技の実践を予定

20 2月 18日（水）
9：30～ 11：30

測定結果のフィードバック
春夏の運動継続の取り組み方

2月 25日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング（悪天による振り替え）

3月 4日（水）
9：30～ 11：30 インストラクターの指導による運動及びストレッチング（悪天による振り替え）

予
備
日

【参 加 資 格】　２０歳以上の町民の方ならどなたでも参加できます。

【参　加　料】　無料（※タオルと飲み物は各自でご用意願います）　

【そ　の　他】　北竜町行政ポイント対象事業です（※各回とも参加者に５０Ｐ進呈します）。

【申し込み等】　事前申し込み不要です。実施日時当日に改善センター体育館にお越しください。

会場・集合場所 　改善センター体育館　外
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窓口負担割合が２割となる方に対して、令和４年１０月１日から実施しておりました配慮措置が、

令和７年９月診療分をもって終了となりますのでお知らせいたします。

令和４年１０月１日の施行後３年間（令和７年９月診療分まで）は、２割負担となる方について

窓口負担割合の引き上げに伴い、１か月の外来医療の負担増加額を３，０００円までに抑えます

（入院の医療費は対象外です）。

■窓口負担割合が２割となる方への配慮措置が終了となります

●終了となる配慮措置の概要

後期高齢者医療制後期高齢者医療制度度（高額療養費（高額療養費））のお知らせのお知らせ
～ 窓口負担割合が２割となる方への配慮措置の終了 ～

【問い合わせ先】　■北海道後期高齢者医療広域連合　　℡：０１１‐２９０‐５６０１

  　　　　　　　  〒０６０‐００６２ 札幌市中央区南２条西１４丁目 国保会館６階

　　　　　　　  ■役場こども・くらし応援課 医療・介護保険係　　℡：３４‐７０３０

北竜町鳥獣被害防止対策協議会及び町では、エゾシカによる農作物の被害対策として「くくり罠」

を導入し、罠の貸し出しを行っています。「自分の農地は自ら守る」ことを基本に、町内各地区

において「くくり罠」を設置してエゾシカの駆除にあたっています。狩猟試験予備講習及び狩

猟試験が次の日程で実施されますのでお知らせいたします。

※「狩猟免許」を取得される方には、受講料などの助成制度があります。

●狩猟試験予備講習

　日　時　１１月２３日（日）９時～１６時３０分

　受　付　９月１６日（火）～１１月１３日（木）

　会　場　岩見沢市民会館まなみ～る

　受講料　第１種又は第２種：１２,５００円（テキスト代込み）

　　　　　網：９，０００円　　　わな：９，０００円　　　網及びわな：１２，０００円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、又はわなを受講する場合：１５,０００円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、及びわなを受講する場合：１７,０００円

　定　数　人数制限なし

●狩猟試験

　日　時　１１月３０日（日）９時～

　受　付　９月２日（火）～９月１７日（水）

　会　場　空知総合振興局（岩見沢市）

　定　数　人数制限なし

※狩猟免許申請受付は９月２６日（金）～１０月１７日（金）

までです。道のホームページを必ず確認してください。

【問い合わせ先】　■役場産業課 商工ひまわり観光・林務係　℡：３４‐７０３２
　　　　　　　　■空知猟政協議会  　　　　　　　　　　 ℡：０１２６‐２４‐１１１１

わな狩猟免許を
お持ちの方へ

　昨年同様、「くくり罠」

「箱わな」の貸し出しを行

っております。罠の貸し

出しが必要な方は、役場

産業課商工ひまわり観光・

林務係にて貸し出しの手

続きを行なってください。

●有害鳥獣から自分の農地を守りましょう●有害鳥獣から自分の農地を守りましょう
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国勢調査については、「国

勢調査2025キャンペーン

サイト」をご覧ください。

https://www.kookusei2025.go.jp/

令和７年国勢調査を実施します令和７年国勢調査を実施します

総務省・北海道・北竜町総務省・北海道・北竜町

●国勢調査は、令和７年１０月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。

●９月下旬頃から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。

●回答は、スマホやパソコンからかんたん便利なインターネットでお願いします（郵送も可能です）。

●スマホからの回答は、ＱＲコードを読み取ることで簡単にログインできます。ＩＤやパスワード

  （アクセスキー）の入力は不要です。

●国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく子育て支援への利用、防災対策への利用、 企業等

   での利用など、わたしたちの身近な暮らしに使われています。

　

　障害基礎年金は、障害の原因となった病気やケガで初めて医師の診断を受けた日（初診日）が国民

年金に加入中、または２０歳前（年金制度に加入していない期間）、あるいは６０歳以上６５歳未満

の間にある方が、一定の障害の状況になった場合に支給されます。

①初診日の属する月の前々月までの保険料納付済み期間（保険料免除期間等を含む）が、

　加入すべき期間の３分の２以上必要です。

②初診日の属する月の前々月までの直近１年間に保険料の未納がないことが必要です。

※支給要件や傷病の状態など詳しい内容については、

　砂川年金事務所（℡：０１２５‐５２‐３８９０）までお問い合わせ下さい。

保険料の納付要件

「 障 害 基 礎 年 金 」「 障 害 基 礎 年 金 」
も し も 障 害 の 状 況 に な っ た ら …も し も 障 害 の 状 況 に な っ た ら …
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■集落支援員
　寺内　昇さん　　北竜町ポータル運営（H 2 5 . 4 ~ R 5 . 3 , H 7 . 4 ~ ）

　寺内郁子さん　　北竜町ポータル運営（H 2 5 . 4 ~ ）

　櫻庭賢一さん　　町の基幹産業を担う新規就農育成、支援等（H 3 1 . 4 ～ ）

　村上信行さん　　イベント企画・運営、みのりっち売上拡大支援等（R 6 . 4 ～ ）

■地域おこし協力隊員
　近江亜咲さん　　町図書館司書（R 7 . 4 ~ ）

　高月将行さん　　情報発信、動画作成等（R 7 . 4 ~ ）

　白石亜紀さん　　スポーツインストラクター活動、社会教育・社会体育支援等（R 7 . 5 ~ ）

　酒井優斗さん　　観光情報発信、ひまわりまつり運営、鳥獣害業務等（R 7 . 5 ~ ）

　新井田翼さん　　情報発信、動画作成等（R 7 . 5 ~ ）

　横倉　健さん　　新規就農（ひまわりすいか）（R 7 . 5 ~ ）

　横田修志さん　　新規就農（ひまわりすいか）（R 7 . 6 ~ ）

　井上　護さん　　鳥獣害業務等（R 7 . 7 ~ ）

集落支援員、地域おこし協力隊員の方々は得意分野は勿論、初めての業務も積極的に活動しています。

それらの活動に町民のみなさまのご協力が必要な場面もあると思いますので、ご協力をお願いいたします。

▲後列左から 寺内郁子さん、寺内昇さん、櫻庭賢一さん、村上信行さん、横田修志さん、横倉健さん、

酒井優斗さん、奥田副町長　／　前列左から 佐々木町長、白石亜紀さん、近江亜咲さん、高月将行さん、

新井田翼さん、井上護さん

令和６年度より集落支援員と地域おこし協力隊員の月例報告会を町長、副町長出席のもと毎月実施して

います。本年度、本町で活動される方々が全員揃った月例報告会を７月２３日にすこやかセンター応接

室で開催しました。現在活動していただいている集落支援員と地域おこし協力隊員をご紹介します。

北竜町の集落支援員・北竜町の集落支援員・
地域おこし協力隊員を紹介します地域おこし協力隊員を紹介します
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救急あんしんカードについて
～地域包括支援センターからのお知らせ～

（担当：社会福祉士 大井 敬太）

【 第５７回 】

● レディース検診

● 乳幼児健診

● 男の料理教室

● 認知症物忘れ相談

  2日（火）　8:30～11:00　すこやかセンター

  5日（金）12:00～　　　 すこやかセンター

18日（木）10:30～12:30　公民館調理室

29日（月）10:00～11:30　碧水地域支えあいセンター

30日（火）10:00～11:30　ココワ研修室
※変更になる場合があ
りますので、防災無線
等でご確認ください。

９月の
保健・介護予防

行事

北竜町では６５歳以上の一人暮らしの方、６５歳以上の夫婦二人暮らしの方、希望される方に救急

あんしんカードを配布をしています（※氏名、生年月日、住所は記入してお配りしています。用紙

はオレンジ色です）。

●救急隊が傷病者のもとへ駆けつけたとき、本人の情報が

すぐにわかるようにしたものが「救急あんしんカード」です。

●救急あんしんカードは収納容器にい

れ冷蔵庫へ保管をして、冷蔵庫の外扉

には保管マークのマグネットを貼り付

けます。

新しいカードが必要な方、新規で救急あんしんカードの利用を希望される方は、お気軽に役場こ

ども・くらし応援課または地域包括支援センター（℡：３４‐７０３１）までお問い合わせください。

緑枠で囲まれた箇所は必ず記入をお願いします。『ふだん飲んでいる薬』は記入をするか、薬の

説明書と一緒にあんしんボトルに入れてもかまいません。

【お願い】救急あんしんカードは年に１回以上の見直しをお願いいたします。



1818

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３２３

　

今
年
の
夏
は
異
常
で
す
ね
。

全
国
で
温
度
と
し
て
は
馴
染
み
の

な
い
数
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
安
住
紳
一
郎
さ

ん
が
今
年
気
温
が
40
度
を
超
え
た

際
、「
15
年
前
に
35
度
を
超
え
た

時
に
大
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
ギ
ャ
ー

ギ
ャ
ー
騒
い
で
い
た
」
と
お
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

学
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
で
は
10
年

間
に
０
・
25
度
程
度
気
温
が
上
昇

し
て
い
る
と
の
お
話
で
す
が
、
な

ん
か
そ
ん
な
も
ん
で
な
い
よ
う
な

印
象
で
す
。
年
間
で
は
そ
う
で
し

ょ
う
が
暑
い
期
間
だ
け
な
ら
も
っ

と
驚
き
の
デ
ー
タ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

我
が
北
海
道
は
暑
さ
も
で
す
が

湿
度
が
今
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た

高
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
北
海
道
の
夏
の
朝
は
涼

し
い
印
象
で
し
た
が
今
年
は
朝
外

に
出
た
時
、
ム
ッ
と
湿
気
を
感
じ

る
事
が
多
か
っ
た
で
す
。
九
州
生

ま
れ
の
僕
に
は
子
供
の
頃
の
夏
休

み
の
朝
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
は
お
盆
前
に
書
い
て

い
ま
す
。
北
海
道
は
お
盆
の
週
は

少
し
涼
し
か
っ
た
の
で
す
が
今
後

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

簡
単
に
は
秋
を
届
け
て
は
く
れ
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

脱
水
や
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

最
近
診
察
室
で
患
者
さ
ん
と
よ

く
話
す
事
は
「
ヒ
ト
の
寿
命
が
延

び
ま
し
た
」
で
す
。
僕
が
北
竜
町

に
赴
任
し
た
の
は
28
年
前
で
す
。

そ
の
時
特
養
を
初
め
て
訪
れ
て
90

歳
以
上
が
お
二
人
も
い
た
事
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
90

歳
以
上
の
方
は
そ
ん
な
に
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
し
か
し

最
近
の
特
養
で
は
90
歳
以
上
は
40

人
弱
で
す
。
こ
ん
な
変
化
は
気
付

き
に
く
い
事
で
す
が
、
デ
ー
タ
と

し
て
比
較
す
る
と
明
確
に
違
い
が

判
り
ま
す
ね
。

　

そ
の
昔
秦
の
始
皇
帝
は
不
老
不

死
の
薬
を
求
め
て
い
た
そ
う
で
す

が
も
ち
ろ
ん
手
に
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
始
皇
帝
が
現

代
の
寿
命
の
延
長
を
知
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
の
原
因
を
調
査
さ
せ
研

究
し
て
長
寿
の
新
薬
を
開
発
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
不
老
不

死
は
無
理
で
し
ょ
う
が
。

お
ま
け
の
話
題
で
す
が
、
中
国
を

統
一
し
た
秦
で
す
が
統
一
か
ら
滅

亡
ま
で
15
年
で
次
の
漢
王
朝
に
変

わ
り
ま
す
。
有
能
で
偉
大
な
始
皇

帝
が
亡
く
な
り
後
継
者
に
は
荷
が

重
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
厳
し
い
暑
さ
の
夏
で
す
か

ら
町
内
で
も
熱
中
症
が
多
発
す
る

の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
暑

さ
が
ひ
ど
す
ぎ
る
せ
い
か
皆
さ
ん

が
用
心
し
て
夏
バ
テ
程
度
の
方
も

少
な
い
で
す
。

　

エ
ア
コ
ン
の
普
及
率
が
40
％
台

の
北
海
道
で
町
内
も
同
程
度
の
普

及
率
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
皆
さ
ん
独
自
に
工
夫
さ
れ

て
酷
暑
を
し
の
い
で
い
る
よ
う
で

す
。
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

お
仕
事
の
方
は
止
む
を
得
な
い

の
で
十
分
に
用
心
し
て
暑
さ
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
仕
事
で
な
い
方
々
は
無
理
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
草
む
し
り

や
家
庭
菜
園
で
体
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
欲
が
出
が
ち
で
す
。

「
あ
と
少
し
」、「
も
う
ち
ょ
っ
と
」

と
欲
張
り
過
ぎ
て
大
き
な
後
悔
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

「
健
康
」「
元
気
」
を
無
駄
遣
い
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

荷
が
重
い
と
感
じ
る
心
が
大
切

で
す
。

無駄遣い禁止

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
９月１０日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市に
おいて介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
また９月２２日（月）は終日休診となります
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

６日（土）
子どもと高齢者の
ふれあい事業

改善
センター

 9:30～

11日（木）ひまわり大学９月講座 公民館 10:00～

21日（日）絵本作家講演会 公民館 10:00～

26日（金）文化講演会 公民館 時間調整中

９月の生涯学習カレンダー

子ども会リーダーキャンプを開催ひまわり大学「見学旅行」を開催

　７月３１日に子ども会リーダーキャンプを砂川市

Ｂ＆Ｇ海洋センター及び　公民館にて開催しました。

　１４名の児童・生徒が海洋体験や肝試しなどを行い、

楽しい時間を過ごしました。

　７月１０日にひまわり大学「見学旅行」を開催し

ました。

　今回は、東川町複合交流施設「せんとぴゅあ」の

見学をした後、旭川市のアートホテル旭川でランチ

ビュッフェを堪能。新しくなった男山酒造でお酒の

歴史などを学び、楽しく思い出に残る旅になりました。

水中レクリエーションを開催

　８月５日に水中レクエリエーションを北竜町Ｂ＆

Ｇ海洋センターにて開催し、小学生３２名が参加し

ました。

　小学生は４チームに分かれ、協力して３種類のミ

ニゲームに挑戦。白熱したゲームが繰り広げられ、

沢山の景品をゲットし、満足した一日となりました。

　　　

右記ＱＲコードより学校
便りをご覧いただけます。
【問い合わせ先】
 北竜町教育委員会 TEL:34-2553

右記ＱＲコードより、検討委員会の様
子等が掲載された「かわら版」第３号
をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４‐２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードより図書館便りをご覧
いただけます。

真竜小学校 北竜中学校

教育委員会主催の社会教育・体育事業
は右記ＱＲコードより詳細をご確認い
ただき電話等でお申し込み下さい。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

9月 1・8・15・22・29日（毎週月曜日）
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　８月１日～４日にかけてひまわりの里芝生

広場にて北竜たいけんテントが行われました。

　２０２３年度から北竜町のひまわりまつり

をゼミの研究対象の一つとしている兵庫県武

庫川女子大学の学生達に運営協力をいただき、

訪れる多くの観光客に対し、世界のひまわり

をイメージしたロリポップやひまわりデザイ

ン塩飴の配布、顔はめ看板による写真撮影、

北竜町特産品（お米のすくいどり、カットメ

ロン、カットすいか）の販売など、町の魅力

を伝えることの出来るイベントとなりました。

今年度から新たに始まった地方創生交付金２．０。北竜町ではどのようなことを行っているのか

町民の皆様に知っていただけるよう広報誌を通じて随時お知らせいたします。

北竜たいけんテント

魅力発信セミナー

高校生まち未来カフェ

　８月２日、３日の２日間にかけて、北竜町

の魅力発信セミナーが開催されました。

　１日目には株式会社ソウルドアウトの野口

陽介氏を講師に迎え、ＳＮＳアカウント運用

の基礎から効果的な発信、安全な運用方法を

学びました。

　２日目は人気フォトグラファーの６１５１

（ロクイチゴイチ）さんによる、魅力的な写

真や動画の撮影の仕方について教わり、その

後ひまわりの里を題材に参加者はそれぞれに

映える写真を撮影するなど、楽しくＳＮＳ発

信を学ぶことができました。

　高校生を始め子どもたちや若い世代と一緒

にまちづくりをしたいと考え、今回は高校生

を対象に８月２日すこやかセンターにて高校

生まち未来カフェを開催しました。

　参加した６名の高校生は登下校や遊びに行

く時の公共交通の困りごとや要望、北竜町に

あると嬉しい施設や進路に影響するキャリア

形成機会などについて素直な意見を述べてい

ました。

地方創生トピックス地方創生トピックス


